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●今年「酷暑日」という気象用語が設定されたが、このところ連日数か所で 40 度超えの日々が続いた。ヨーロ

ッパでは 6 月に過去最高気温を記録した国が 10 か国以上あり、スペインでは 45 度超えが起こった。最早、平

年並み気象情報値は参考にし難くなっている。 

・気象科学者の報告では地表の平均温度は産業革命以来 約 1.42℃上昇しており、現状実施されている政策で

は今世紀末までに気温がさらに 2.8℃上昇するとの見込みとのことです。 

・温室効果ガスの削減に向け持続可能な開発目標（SDGｓ）、国連気象変動枠組条約やパリ協定等、前進の指針

となる国際的な枠組に沿って排出量の多い国だけではなく世界中の国々が自ら可能な対処に向かい行動を加速

しなければなりません。建築の世界も同様と考えます。 

□ 建築部会：（岡本 直  河野豊弘 記） 

●7月 20 日第 309 回建築部会が対面で開催されました。 

今回は、海外旅行に行かれたお二方の旅行記を紹介します。 

１．フランス旅行記(ノートルダム大聖堂) （岡本記） 

80 歳を超えた我々夫婦と娘の 3 人旅を計画し、フランス語が話せる

娘を頼りに、この 7 月にパリから南フランスのコート・ダジュール

(紺碧海岸)を巡る旅をしてきた。最初の訪問地はパリ。まず向かっ

たのは 2019 年に大規模の火災が発生し大きなニュースになったセー

ヌ川のシテ島に建つノートルダム大聖堂。コート・ダジュールの輝

く陽光に映える非常に魅力的な海沿いの旧い市街の報告は別の機会

にして、今回はノートルダム大聖堂について報告したいと思います。

復旧工事が一段落して一般公開されており、有名なステンドガラス

のバラ窓もクリーニングされたのか鮮やかな色彩の光を聖堂内に届

けていた。石造のゴシック建築が何故火災にという疑問があり、調

べてみるとフライングバットレスで支えられたアーチ状の天井まで

は石造だが、その上の屋根及び尖塔は木造で、そこを中心に火災が

発生。尖塔の最高部まで 91m もあり消火活動は難航を極めたと報告

されている。火災直後には尖塔を再建しない、あるいは再建する際

は新たなデザインが良い等いろいろな意見が出たが、結果的には焼

失前の尖塔のかたちに復元された。なお、大聖堂の着工は 1163 年、

1225 年の竣工後も双塔の建設など長い年月をかけて完成した歴史が

ある。現在も建物の劣化改修は絶えず行われており、今回の火災も尖塔の改修工事の最中に発生したと

も伝えられている。火災後の復旧工事にはどのような問題があったか、どのように解決されたのか、歴

史的建造物の維持保全の観点から非常に興味深いことである。 なお、今も尖塔の横には高所クレーン

が据え付けられ何らかの工事が続けられているようであった。 

余談だがフランスは１ユーロが約 200 円のため日本円に換算すると非常な物価高である。大衆的なレス

トランで出されるパスタやピザは 15 から 20 ユーロ程度だが日本円に換算すると 3,000 円から 4,000 円

である。フランスの物価が高いというよりも円の国際的な評価が非常に低いことが大きい。１ユーロが

100 円程度のレートに回復すれば両国の物価差にそれほど大きな隔たりがなくなる。我々は自衛策とし

て、日本からインスタント食品を持参したり、市内の大型スーパーで食品を調達するなどして外食の機

会をできるだけ控えるようにした。しかし猛暑の対策に水分補給は欠かせないが、日本では 100 円程度

の水のペットボトルが街中のストアだと５ユーロ(約 1,000 円)以上だったりするので円安時代の旅行の

大変さを体験することになった。 

 

 

ノートルダム大聖堂（火災後に復

元された尖塔と屋根の外観） 
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２．2026 ワールドカップ観戦記（河野記） 

「一生に一度はワールドカップをスタジアムで応援観戦したい」 

長年の夢だったこの思いを、今回思い切って実行しました（気軽に一人旅）。 

（日本 vs オランダ戦）をダラススタジアムで観戦しました。８万人収容できるスタジアムに約 7 万人

の観客が押しかけ、試合前から会場は熱気に包まれていた。特に印象的だったのは、試合前の国歌斉唱

です。小学校以来歌う機会も無くなっていましたが、何万人もの日本人サポーターと一緒に「君が代」

を歌った時には大きな感動を覚えました。 

試合は終始接戦で、日本が攻撃態勢に入ると同時に観客席の応援も段々とヒートアップし、選手・観客

が一体になって攻める感覚を体感できた事、これは会場でしか体感できない醍醐味だと感激した。そし

て最後の最後のゴール（同点弾）の瞬間には周りの人たちとハイタッチの盛上りで最高の試合となりま

した。スタジアム内に入りまず驚いたのはフィルド中央上部の巨大なスクリーン（幅 48ｍ×高 22ｍ）

です。プレー全体の流れ（選手とボールの動き）は眼で追い、細かい部分はスクリーンで確認できる為、

大規模スタジアムでありながら非常に見やすい環境でした。またスタジアムは全館空調で、屋外は３

０℃を超える暑さでしたが館内は快適な環境でした。構造技術者として、巨大スクリーンを支持してい

るスタジアムの構造が気になったので構造概要を調べました。ｽｹｰﾙの大きさだけではなく非常に合理的

な構造計画である事が分かりましたので以下に紹介します。 

 

  〇次回建築部会は、8月 17 日 16:00 よりサーツ事務所で開催 

 

□ 戸建住宅部会：（小須田廣利  中村 孝 記） 

●＜ショートスピーチ＞： 「木造１８階事務所ビル施工見学報告」                                     

現在中央区日本橋本町で三井不動産㈱により進められている再開発計画の中で、大型の高層木造事務

所ビルが建築中です、計画は二棟ありその内「(仮)日本橋本町一丁目三番街区計画」(１８階建)」設

計・施工 ㈱竹中工務店 について 7月 1日 CLT 協会主催の施工見学会があり参加致しました。 

計画建物は、総床面積 27,452.22 ㎡、地上１８階地下１階最高高さ８４m の木・鉄骨混構造の制震構造

で現時点における日本で最も高い木質構造を用いた建築物であり、構造材料として約 1,100 ㎥超の国産

木材を使用し、一般的な鉄骨造に比して躯体で建築時ＣＯ2排出量約 30％削減を想定しています。 

又建物用途は事務所で事務所空間への木質材料使用による人間の五感に良い影響を起こす「行きたくな

るオフィス」を目標としています。 

建物は上棟し外装がほほ完了した状態で、低層階では構造 CFT 柱の耐火被覆として木製材を使用して、

それをそのまま意匠として生かされたファサードが、既に街並みの中に姿を出現しています。 

構造概要（2005 年着工～2009 年竣工） 

 

① 観客席部分と屋根（膜構造）は別構造 

② 屋根全体は巨大な２本のアーチ構造部材で吊下げられている 

・アーチスパン 373ｍ（屋根重量 14.160ｔ） 

・BOX アーチトラス（4.2×5.1m）、柱脚スラスト 8.600t 

・基礎（独立：L54m×B5.5m×H22m）でスラストに対応 

③ スクリーン（L48m×H22ｍ、重さ 600t）･･･三菱電機製 

④ 屋根中央部分は可動式（可動パネル約 700t/枚、歯車式可動） 

⑤ グランド面は GL-15m で設定されてる（すり鉢状に掘下げ） 
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内部では、「燃えんウッド(燃え止まり型耐火集成材)」の巨大な柱・梁で構成された空間が広がり、又

床盤や耐力壁には CLT 材と鋼材、コンクリート材の複合利用が実施され、施工管理の状況も含め竹中工

務店の長い歴史の中で培われた、木造技術の蓄積を感じさせられます。 

日本橋地区では本建物の他、5 番街区でも地上 11 階建ての木造事務所ビルが既に工事中で、今後他の 

地区でも木構造による大型ビルが、東京に出現していく時代になったと実感しました。 （中村 孝） 

●戸建住宅部会での案件で、大規模修繕工事の大手事業者の見積提出依頼が、建設価格の高騰で先が見

えないとの理由でスムース行きません。今後いつ頃で安定するのかが不安材料です。 （小須田廣利） 

〇次回の部会は８月６日（木）16時開催予定 

 

□ 集合住宅部会：（秋山哲一 記） 

●毎年７月下旬になると日本建築学会大会の大会論文梗概集が WEB で手元に届くことになる。最近

は自らが発表することはほとんどないが、マンション改修分野でどのような研究が行われているの

かを概観し、場合によっては集合部会でその内容を一部紹介して意見交換することもある。今年は

広島の安田女子大学で 9/8 から 9/12 の期間で開催予定。マンション改修関係では、マンションリ

フォーム推進協議会の専有部分・共用部分改修工事の実態分析、新都市ハウジング協会の高経年マ

ンションの専有部分内共用排水竪管の改修方法検討、超高層集合住宅に対応した長期修繕計画チェ

ックリストの検討などのほか、マンション管理情報の公開、マンション管理適正化の推進などのマ

ンションストック市場における管理情報のありようについての発表が予定されている。マンション

改修に直接焦点を当てているわけではないが、建物一般の維持管理を対象とした技術活用として、

点群データ、BIM データ等の活用に関する研究が積極的に取り組まれていることが見て取れる。マ

ンション改修分野ではこの種の取り組みがまだそれほど進んでいないようではあるが、近い将来は

大きく変化しそうな気配がする。     〇次回：8月 4日（火）17:00～ 

   

□ マンション管理組合支援事業部：（丸山和郎 記） 

●令和８年 7月度委託物件の経過状況 

①パークコート本郷真砂：６月 21 日定期総会で理事会役員の交代が承認され、新役員への引継ぎが 7

月 19 日の定例３者（組合理事、サーツ、施工者）打ち合わせの場で行われ、10 月下旬の工事引渡しま

での期間は、新役員への引継ぎを兼ね、前理事会役員は継続して務めることとなった。 

工事監理業務の進捗状況は、7月 2日セットバック部分が先行解体で、その部分の監理者検査を開始。 

7 月 14 日から 18 日まで引き続き足場解体前監理者検査を実施。 

7 月 19 日（日）に足場解体前管理組合検査を実施。その後に三者定例会議実施。特に問題なく現在足場

解体作業中で居住者への安全配慮に注力するとともに、作業員の熱中症予防対策にも注意するよう現場

代理人に指示。 

9 月以降に足場が残るのは吹抜け（避難階段）と外構部分となる。解体前の中間施主検査の予定である。 

②ライオンズガーデン百合ヶ丘 

7 月 3日、引渡し 1年後の定期点検への立ち合い。 

アルミ手摺支柱足元付近の塗膜の膨れが数か所認められ、支柱への浸水によるものと判断。支柱足元

にグラウト処理。なお、ルーフバルコニーの手摺支柱足元についても今後同様の現象が現れることが予

測されるため、下請け施工者と組合との間でグラウト工事の別途契約を締結することとなった。 

③７月度引き合い物件への対応状況 

a) WPC 造中層マンション：先月のレポート内容のまで動きなし。 

b) RC 造中層マンション：セカンドオピニオンとしての案件は不調と思われる。 
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●事業部内の営業ツールレジメ見直しについて 

①「壁式 PC 造マンションの改修工事に向けてのポイント～事前の建物診断調査が重要～」作成。 

PC 造の特徴を解説しながら建物調査、診断に際しての留意点等のほか、6 月 2 日の合同部会で PC 板

の納まりについて質問のあった部分への加筆や鮮明さに欠けるディテール画像の修正など、完成度を高

めている。 

また「大規模修繕工事への進め方、管理組合理事会と管理会社向けナビゲーション」も、管理組合理

事会向けに特化したものに改編中で、来期までに完了させるこれらの編集作業のスケジュール案につい

て意見交換を 8月の合同部会で図ることとしている。 

なお、上記③a)の新規引合い案件が築 49 年の WPC 造であるので、第 1 段階の建物調査診断業務契約が

成立すれば、試験的に運用を図る予定である 

 

□ 余滴：  新涼に見上げる空の白さかな   捷三郎

 


